










要約:本研究班は、「小児期からの成人病予防に関する研究」班(主任研究者:大国真彦)の

「実態調査実施に関する研究」(分担研究者:福渡靖)を引き継いでコーホート調査を実施

しているものである。

本年度のリサーチ・クェスチョンは①肥満、高脂血症、高コレステロール血症のトラッキ

ングの影響があるか。②幼児期・学童期の効果的な食生活・運動の指導は可能か。③コー

ホート調査の追跡率を高める効果的方法があるか。であった。①に対しては、研究協力者

山内邦昭らが血中コレステロールについてのトラッキングを検討し、高い相関係数を示す

トラッキングを認めた。他の先行研究に比して高い相関係数を得たが、それは追跡期間が

2 年間と短いことが関係していると考えられる。研究協力者森忠三らは 6 歳と 9 歳の時点

で血圧について検討し、トラッキング現象を認めた。研究協力者有阪らも、肥満度、血液

総コレステロールで、1 年間の追跡ではあるが、トラッキング傾向を認めている。②につ

いては、幼児期について、研究協力者西田らが歯科保健指導を通じて食生活指導を試みた

が、参加者が少なく、引続き検討を行うこととしている。また研究協力者竹内らおよび住

友らは生活習慣の分析を行い、指導についての介入方法の検討を次年度に行うこととした。

竹内らは、小数ではあるが、夜型の生活スタイル、不規則な生活習慣、偏食の傾向を示す

子どもがみられた、としている。学童期では、研究協力者森尾らが、食生活と運動量に配

慮し、かつ男女別に指導方法を異にした介入が必要であることを報告した。また、研究協

力者北田らは、正しい健康観に基づく継続的な介入で肥満児の出現率の減少傾向を認めて

いる。研究協力者伊谷らは、介入するときの指標として GPT、TC、TG、HDLC が有効である

ことを示唆している。研究協力者岡田らは、男子の高コレステロール血症で、外食、朝食

の欠食等に注目して介入する必要を示唆した。③については、研究協力者西田らが介入の

一つとしての質問紙調査を行うことによって、住所を確認し、追跡率の向上を図る試みを

行った。研究協力者森らは、調査対象集団の 9 年間の脱落率をみると年平均約 3%と極め

て低くなってるが、その理由は、対象集団が比較的閉鎖的な非都市部に属し、ヒトの移動

が少ないことと解析した。

本年は、以上の他、研究協力者簑輪ら、同住友らを中心に、肥満度と生活習慣、食習慣の

解析を行った。これは、コーホート調査の今後の観察の基礎となる解析であり、今直ちに

評価をするものではない。各研究協力者の報告を参照されたい。


